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※
典
拠
資
料
の
略
称　
　
『
定
親
全
』（『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』）・『
真
聖

全
』（『
真
宗
聖
教
全
書
』）

註（1
）　

読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
原
文
に
あ
る
漢
字
の
読
み
仮
名
は

除
き
、
ひ
ら
が
な
を
カ
タ
カ
ナ
に
変
更
し
た
。

（
本
学
講
師　

真
宗
学
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉「
賢
者
の
信
」
と
「
愚
禿
が
心
」、

『
選
択
本
願
念
仏
集
』、『
観
経
疏
』「
至
誠
心
釈
」

世
界
史
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ

―
い
く
つ
か
の
事
例
か
ら
考
え
る

―
古　

川　

哲　

史

本
研
究
は
筆
者
が
現
在
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
〈
日
本
―
ア
フ

リ
カ
関
係
史
〉
の
研
究
を
出
発
点
に
、
対
象
地
域
を
東
ア
ジ
ア
に

広
げ
て
、
近
現
代
（
と
り
わ
け
19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
）
に
お
け

る
東
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
と
の
関
係
を
、
世
界
史
的
な
視
点
か
ら

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
従
来
、
世
界
史
あ
る
い
は

ア
ジ
ア
史
や
ア
フ
リ
カ
史
に
お
い
て
、
個
別
に
扱
わ
れ
て
き
た
諸

相
を
繋
ぐ
接
続
性
を
見
出
す
作
業
で
あ
り
、
そ
の
関
係
性
に
つ
い

て
歴
史
学
お
よ
び
歴
史
哲
学
的
考
察
を
試
み
る
。

今
回
の
発
表
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
以
降
の
日
本
、
大

韓
民
国
（
以
下
、
韓
国
）、
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
、
中
国
）
と

エ
チ
オ
ピ
ア
と
の
関
係
の
事
例
を
、
関
連
の
地
図
や
写
真
（
絵
葉

書
や
記
念
切
手
な
ど
も
含
む
）
と
と
も
に
い
く
つ
か
示
し
た
。
そ
し
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て
、
本
研
究
テ
ー
マ
の
学
術
的
意
義
や
教
育
的
・
社
会
的
意
義

な
ど
に
も
言
及
し
た
。

日
本
と
エ
チ
オ
ピ
ア
は
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
に
、
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
数
少
な
い
独
立
国
と
し
て
外
交
関
係
を
築
き

始
め
た
。
当
時
、
日
本
側
の
エ
チ
オ
ピ
ア
市
場
へ
の
経
済
的
関
心

や
、
エ
チ
オ
ピ
ア
知
識
人
の
近
代
化
モ
デ
ル
と
し
て
の
日
本
へ
の

注
目
も
あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ハ
イ
レ
・
セ
ラ

シ
エ
一
世
皇
帝
（
在
位
一
九
三
〇
年
―
七
四
年
）
は
外
務
大
臣
ヘ
ル

イ
・
ウ
ォ
ル
デ
＝
セ
ラ
シ
エ
率
い
る
使
節
団
を
日
本
に
送
っ
て
い

る
。
こ
の
使
節
団
の
目
的
は
、
両
国
の
関
係
強
化
と
と
も
に
、
日

本
が
い
か
に
近
代
化
を
到
達
さ
せ
た
か
を
実
際
に
各
所
で
視
察
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で

の
関
係
も
あ
り
、
第
二
次
イ
タ
リ
ア
＝
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争

（
一
九
三
五
年
―
三
六
年
）
時
に
は
、
日
本
で
は
人
種
的
要
因
も
強

調
さ
れ
な
が
ら
、「
ア
ジ
ア
主
義
」
団
体
を
中
心
に
日
本
人
に
よ

る
エ
チ
オ
ピ
ア
支
援
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
五
六
年
一
一
月
に
は
、
ハ
イ
レ
・

セ
ラ
シ
エ
皇
帝
が
初
め
て
来
日
し
た
。
独
立
を
回
復
し
た
戦
後
日

本
を
訪
れ
た
最
初
の
国
家
元
首
で
あ
り
、
昭
和
天
皇
が
羽
田
空

港
で
出
迎
え
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
に
は
日
本
の
皇
太
子
夫
妻

（
現
在
の
天
皇
・
皇
后
）
が
エ
チ
オ
ピ
ア
を
訪
問
し
て
い
る
。

一
九
六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
者
の

ア
ベ
ベ
・
ビ
キ
ラ
が
話
題
と
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
戦
後
の
日
本

で
最
も
人
口
に
膾
炙
し
た
エ
チ
オ
ピ
ア
人
と
い
う
点
で
は
、
ア
ベ

ベ
が
一
番
で
あ
ろ
う
。
一
九
七
〇
年
の
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
万
国

博
覧
会
に
は
、
ハ
イ
レ
・
セ
ラ
シ
エ
が
再
来
日
し
た
。

近
年
で
は
、
日
本
政
府
が
主
導
し
て
一
九
九
三
年
に
東
京
で

開
催
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（TIC

A
D

: Tokyo International 

C
onference on A

frican D
evelopm

ent

）
に
、
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
メ

レ
ス
・
ゼ
ナ
ウ
ィ
首
相
が
参
加
し
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
四
月
に

は
当
時
の
小
泉
純
一
郎
首
相
が
エ
チ
オ
ピ
ア
を
訪
れ
た
。
日
本
の

首
相
の
初
め
て
の
同
国
公
式
訪
問
で
あ
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
開
発
会

議
は
、
そ
の
後
、
第
二
回
（
一
九
九
八
年
）、
第
三
回
（
二
〇
〇
三

年
）、
第
四
回
（
二
〇
〇
八
年
）、
第
五
回
（
二
〇
一
三
年
）
と
開
催

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
会
議
は
、
日
本
政
府
が
ア
フ
リ
カ
大
陸
で
の

政
治
的
、
経
済
的
存
在
を
高
め
よ
う
と
す
る
ア
フ
リ
カ
政
策
の
重
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要
な
も
の
で
あ
る
。
国
際
連
合
と
い
っ
た
国
際
舞
台
で
の
ア
フ
リ

カ
諸
国
の
も
つ
票
数
や
影
響
力
も
、
日
本
政
府
に
と
っ
て
は
無
視

で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
ア
フ
リ
カ
は
「
世
界
で
最
後
に
残
さ

れ
た
新
興
市
場
」
と
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
中

国
の
急
速
な
ア
フ
リ
カ
市
場
進
出
や
資
源
確
保
政
策
、
韓
国
の
ア

フ
リ
カ
へ
の
経
済
関
係
強
化
政
策
な
ど
、
現
在
の
日
本
の
ア
フ
リ

カ
へ
の
関
わ
り
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
よ
る
市
場
・
資
源
獲
得
競
争

に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
。
日
本
―
ア
フ
リ
カ
関
係
は
、
こ
う

し
た
東
ア
ジ
ア
の
動
向
に
も
注
視
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
朝
鮮
半
島
と
エ
チ
オ
ピ
ア
の
関
わ
り
で

は
、
朝
鮮
戦
争
（
一
九
五
〇
年
―
五
三
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
当
時
、
親
米
路
線
に
あ
っ
た
エ
チ
オ
ピ
ア
は
、
ア
メ
リ
カ
主

導
の
国
連
軍
に
加
わ
り
、
一
九
五
一
年
よ
り
六
〇
〇
〇
人
以
上
の

兵
士
を
朝
鮮
半
島
に
送
っ
て
い
る
。
一
九
六
三
年
に
は
大
韓
民
国

（
韓
国
）
と
エ
チ
オ
ピ
ア
は
国
交
を
樹
立
し
、
一
九
六
八
年
五
月

に
ハ
イ
レ
・
セ
ラ
シ
エ
皇
帝
が
韓
国
を
訪
問
し
た
。（
韓
国
で
は
そ

の
来
訪
を
記
念
し
た
朴パ

ク
・
正チ
ョ
ン
ヒ煕
大
統
領
と
ハ
イ
レ
・
セ
ラ
シ
エ
の
図
柄
の
切

手
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。）
エ
チ
オ
ピ
ア
皇
帝
の
韓
国
滞
在
中
に
は
、

朝
鮮
戦
争
の
激
戦
地
で
あ
っ
た
春

チ
ュ
ン
チ
ョ
ン
川
で
エ
チ
オ
ピ
ア
軍
「
参
戦
記

念
碑
」
の
除
幕
式
も
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
う
し
た
歴
史
的
経
緯
ゆ

え
、
現
在
、
春
川
は
ア
デ
ィ
ス
・
ア
ベ
バ
の
友
好
都
市
と
な
っ
て

い
る
。

一
九
七
四
年
に
エ
チ
オ
ピ
ア
で
軍
事
革
命
が
起
き
ハ
イ
レ
・
セ

ラ
シ
エ
政
権
が
倒
さ
れ
る
と
、
韓
国
は
そ
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
寄
り

の
軍
事
・
共
産
主
義
政
権
と
は
距
離
を
置
く
こ
と
に
な
る
。（
一

方
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
一
九
七
五
年
に
エ
チ
オ
ピ
ア
と
国
交

を
結
び
、
軍
事
や
技
術
援
助
で
の
関
係
を
深
め
た
。）
一
九
九
一
年
、

冷
戦
後
の
ソ
連
の
支
援
を
失
っ
た
軍
事
・
共
産
主
義
政
権
が
崩
壊

し
、
メ
レ
ス
・
ゼ
ナ
ウ
ィ
率
い
る
エ
チ
オ
ピ
ア
の
新
政
権
が
誕
生

し
た
後
、
韓
国
と
エ
チ
オ
ピ
ア
は
再
び
接
近
す
る
。
韓
国
は
ア
フ

リ
カ
各
国
と
の
経
済
関
係
の
構
築
、
市
場
開
発
を
本
格
化
さ
せ
、

二
〇
〇
六
年
に
は
第
一
回
「
韓
国
―
ア
フ
リ
カ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を

ソ
ウ
ル
で
開
催
し
た
。
そ
の
後
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
第
二
回

（
二
〇
〇
九
年
）、
第
三
回
（
二
〇
一
二
年
）
と
開
か
れ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
七
月
に
は
、
李イ

・

明ミ
ョ
ン
バ
ク博
大
統
領
が
韓
国
の
元
首
と
し

て
初
め
て
エ
チ
オ
ピ
ア
を
訪
問
し
、
メ
レ
ス
首
相
と
開
発
政
策
や
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経
済
協
力
、
韓
国
型
発
展
モ
デ
ル
な
ど
を
議
論
し
、
朝
鮮
戦
争
に

従
軍
し
た
エ
チ
オ
ピ
ア
兵
と
も
会
っ
て
い
る
。

中
国
と
エ
チ
オ
ピ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ハ
イ
レ
・
セ
ラ
シ

エ
皇
帝
の
帝
政
末
期
ま
で
は
、
と
り
わ
け
外
交
面
で
は
消
極
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。
中
国
で
は
毛

マ
オ
・
ツ
ォ
ー
ト
ン

沢
東
な
ど
の
指
導
者
が
、
第
二
次

イ
タ
リ
ア
＝
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
で
エ
チ
オ
ピ
ア
が
イ
タ
リ
ア
に
敗

北
し
た
原
因
を
共
産
主
義
運
動
の
欠
如
と
論
じ
て
い
た
こ
と
や
、

皇
帝
を
頂
点
と
し
た
封
建
主
義
体
制
と
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
相

い
れ
な
い
と
い
っ
た
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

一
九
四
九
年
に
毛
沢
東
が
率
い
る
中
華
人
民
共
和
国
が
誕
生
し
た

が
、
冷
戦
体
制
の
中
で
「
西
側
」
陣
営
に
属
す
る
エ
チ
オ
ピ
ア
と

の
国
交
樹
立
は
な
か
っ
た
。
中
国
政
府
は
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
の
独

立
を
目
指
す
エ
リ
ト
リ
ア
解
放
戦
線
に
武
器
援
助
や
ゲ
リ
ラ
戦
の

訓
練
の
機
会
を
提
供
し
て
い
た
。
後
に
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
独
立

（
一
九
九
三
年
）
し
て
エ
リ
ト
リ
ア
の
初
代
大
統
領
と
な
る
イ
サ
イ

ア
ス
・
ア
フ
ェ
ウ
ェ
ル
キ
も
、
中
国
で
政
治
思
想
を
学
び
軍
事
訓

練
を
受
け
た
一
人
で
あ
る
。

中
国
政
府
と
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
が
国
交
を
結
ぶ
の
は
一
九
七
〇

年
で
あ
る
。
前
者
は
エ
リ
ト
リ
ア
を
エ
チ
オ
ピ
ア
の
領
土
、
後
者

は
台
湾
を
中
国
の
一
部
と
認
め
る
な
ど
、
現
実
主
義
的
な
外
交
や

政
治
政
策
の
結
果
と
も
言
え
る
。
一
九
七
一
年
一
〇
月
に
は
ハ
イ

レ
・
セ
ラ
シ
エ
が
中
国
を
公
式
訪
問
し
、
毛
沢
東
と
会
っ
て
い

る
。
中
国
の
国
家
主
席
が
初
め
て
エ
チ
オ
ピ
ア
を
訪
れ
る
の
は
、

ソ
ビ
エ
ト
寄
り
の
エ
チ
オ
ピ
ア
の
軍
事
政
権
が
倒
れ
た
後
で
あ
っ

た
。
一
九
九
六
年
、
中
国
と
ア
フ
リ
カ
の
外
交
や
経
済
関
係
強
化

の
た
め
、
江

チ
ャ
ン
・
ツ
ォ
ー
ミ
ン

沢
民
主
席
が
エ
チ
オ
ピ
ア
を
含
む
ア
フ
リ
カ
六
か

国
を
訪
れ
た
際
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
第
一
回
「
中
国
―

ア
フ
リ
カ
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
北
京
で
開
催
さ
れ
、
二
〇
〇
三

年
に
第
二
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
ア
デ
ィ
ス
・
ア
ベ
バ
で
開
か
れ
て
い

る
。
二
〇
〇
六
年
に
は
中
国
政
府
は
ア
フ
リ
カ
と
の
関
係
を
「
戦

略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
現

在
ま
で
続
く
ア
フ
リ
カ
市
場
開
拓
や
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保

を
中
心
と
し
た
中
国
の
積
極
的
な
ア
フ
リ
カ
外
交
・
経
済
政
策
は
、

エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
ア
フ
リ
カ
で
働
く
中
国
人
労
働
者
を
増
加
さ

せ
た
。

本
発
表
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
や
韓
国
、
中
国
と
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エ
チ
オ
ピ
ア
と
の
関
わ
り
の
事
例
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
た
。
そ

れ
ら
の
事
例
だ
け
で
も
、
そ
う
し
た
関
係
の
背
後
に
政
治
・
経

済
・
文
化
な
ど
の
分
野
で
学
術
的
か
つ
学
際
的
に
明
ら
か
に
す
べ

き
テ
ー
マ
を
見
出
せ
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
に

住
む
多
く
の
人
に
と
っ
て
は
、
物
理
的
に
も
心
理
的
に
も
「
遠

い
」
と
認
識
さ
れ
が
ち
な
ア
フ
リ
カ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
歴
史
的

関
係
に
お
い
て
は
、
東
ア
ジ
ア
の
要
因
、
東
ア
ジ
ア
史
や
世
界
史

の
枠
組
み
を
よ
り
考
慮
し
て
明
確
に
す
べ
き
点
も
多
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
一
方
で
、
本
研
究
は
実
証
面
で
の
課
題
（
資
料
・
情
報

収
集
、
口
承
資
料
の
扱
い
、
他
）、
理
論
面
で
の
課
題
（
研
究
対
象
の

時
代
区
分
や
地
域
設
定
、「
東
ア
ジ
ア
」「
ア
フ
リ
カ
」
な
ど
の
扱
い
、
関

係
史
の
テ
ー
マ
で
は
「
陸
・
海
・
空
か
ら
見
た
歴
史
」
に
加
え
て
、
現
在

で
は
「
仮
想
空
間
に
お
け
る
接
続
性
、
関
係
性
」
の
視
点
も
必
要
か
、

他
）
が
多
々
考
え
ら
れ
る
。

世
界
は
も
と
も
と
地
球
規
模
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
繋
が
っ
て
き

た
と
言
え
る
が
、
二
一
世
紀
の
現
在
は
世
界
の
諸
地
域
の
人
や

物
、
資
金
、
情
報
や
思
想
、
技
術
や
社
会
制
度
な
ど
の
接
点
あ
る

い
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
急
速
に
増
加
（
あ
る
い
は
消
滅
）
す
る
時

代
で
も
あ
る
。
現
在
を
生
き
る
私
た
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
認
識

や
世
界
観
が
必
要
と
さ
れ
て
い
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
研
究
は
、

世
界
に
お
け
る
他
者
理
解
や
相
互
理
解
（
ひ
い
て
は
自
己
理
解
）
に

有
益
と
な
る
知
識
や
視
座
を
、
学
界
だ
け
で
な
く
、
広
く
教
育
現

場
や
社
会
に
還
元
・
提
供
で
き
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

（
本
学
教
授　

歴
史
学
、
比
較
文
化
・
社
会
論
）

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
関
係
史
、
歴
史
認
識
、
世
界
観

〔
編
集
委
員
会
付
記
〕

こ
の
他
の
発
表
者
及
び
発
表
題
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

片
仮
名
本
『
因
果
物
語
』
の
姿
勢

　

―
一
向
宗
関
係
因
果
譚
を
手
が
か
り
と
し
て
―本

学
講
師　

中
川
眞
二

関
連
性
理
論
に
よ
る
子
ど
も
の
こ
と
ば
（
発
言
）
の
分
析

本
学
教
授　

下
道
省
三

以
上
の
発
表
内
容
は
次
号
以
降
の
『
大
谷
学
報
』
に
論
文
と
し
て
掲

載
予
定
で
あ
る
。


